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手術室この一年
手術室看護科長　　山田　智子
　平成21年度は手術室においても，医療機能評
価に向けて，業務改善やマニュアルの整備などに
重点を置いて実施しました．受審の結果としては，
特に問題はありませんでしたが，「一足制の推進」，
「除毛の検討」，「運営会議の定例化」の指摘を受
けました．この結果を踏まえて，これらの項目に
ついて今後検討を実施していきます．もう一つ，
手術室内で大きく改善したことは，固定チームナ
ーシングのチーム体制です．今までは課題別の2
チーム制で，1チーム7～8人体制でしたが，研修
での助言を生かし，本年度は1チーム3～4人の
4チームにしました．具体的な評価はこれからで
すが，小集団活動の利点を充分に生かせた活動に
なっていると思います．
〈部署目標〉
も患者さんにとって安全で安楽であるように多く
の改善に結びつきました．勉強会については，4
チームがそれぞれ担当する科の勉強会を企画・実
施し充実していました。今後は，スタッフの望む
勉強会などの工夫が必要かと思います．2．につ
いては，報告後，特に危険だと思われるインシデ
ントに対してはすぐに対策を講じることができ，
そのつど必要と思われる改善を図ることができ
た．3．については物品の整理整頓はチーム活
動の一環として分担した科の物品についての整理
は細かく行われていた，感染については，ICT
リンクナースの活動としてラウンド結果を踏まえ
て改善を行いスタッフへの周知を図ったりしてい
ます．4．についても手術を受ける患者さんにと
って安心できる言葉かけなどはできていたと思い
ます．
1．看護の質の向上を図る
・事例検討にて自己の看護を振り返る
・勉強会や研修会の参加など自己学習の推進
2．事故防止を図る
・KYTの推進
・インシデント報告から事例を検討し，システム
　の改善を図る
3．業務改善を図る
・TQMの推進
・コストを意識して無駄をなくし，業務を改善す
　る
①効率の良い物品の整理・整頓
②感染対策を踏まえた業務改善
4．人に優しい接遇に心がける
・患者さんに安心感を与えるやさしい笑顔と言葉
　かけ
・病院職員間とのコミュニケーションが円滑に行
　える
　以上の4点を挙げました．1．についてはそれ
ぞれの事例をチーム内で検討し，部署会議で発表
しました．それによって，自己の看護を振り返る
のみではなく，呼吸不全患者さんのデーターの問
題や移動困難な患者さんの搬送方法など，少しで
く今後の展望〉
　来年度は診療報酬の改定やオーダーリングのバ
ージョンアップと大きな変革を迎えます．病院経
営に大いに関わる部署としてその役割を充分に発
揮できるよう努力する必要があります．本年度の
固定チームナーシングの体制や部署目標の評価を
手術室運営に反映できるように，部署目標全体に
ついては，もっと具体的な内容で項目を絞ったほ
うが，達成度や課題など評価も具体的に表出され
てくると思います．患者さんの安全や安心を提供
するためには，各個人が個々のレベルアップを図
り，専門性を発揮することができるような取り組
みを行う必要があると思います．
　最後に平素より手術室業務に携わる医師やスタ
ッフの方々にご協力・ご指導いただきまして深く
感謝いたします．
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